
 

 

 

 

■ 調印式のご案内 ■ 

大阪市北区役所と連携協力協定を締結 
日 時：２月２４日（木）１１時   場 所：関西大学千里山キャンパス 

 

関西大学と大阪市北区役所は、連携協力に関する協定を締結することで合意に達し、２月２４日

（木）１１時から、下記のとおり調印式を執り行います。 

 

 この協力基本協定は、昨年７月に本学の地域研究・社会連携の活動拠点として、北区天神橋筋商

店街に関西大学リサーチ・アトリエ「楽歳天三・楽市楽座」を開設したことをきっかけに、今後、

地域コミュニティや住民主体のまちづくりをめざして相互に協力し、地域社会の発展と人材育成に

寄与することを目的として、締結する運びとなりました。 

 本学が自治体と協力協定を締結するのは、今回で１１件目となります。 

 

記 

 

１ 日 時 平成２３年２月２４日（木） 午前１１時（受付開始１０時３０分） 

２ 場 所 関西大学千里山キャンパス １００周年記念会館 第１会議室 

（阪急千里線「関大前駅」下車  南出口より徒歩約３分） 

３ 出席者 

大阪市北区役所 

北区長    福塚 秀彰 氏 

医務主幹   天津  弘二 氏  

関西大学 

学 長    楠見 晴重 

副学長    廣瀬 幹好 

４ 次 第 

開 会 

大阪市北区長あいさつ 

関西大学学長あいさつ 

協定書調印 

写真撮影 

質疑応答 

閉 会 

以 上 
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■ 協力内容 

大阪市北区と関西大学は次の事項について相互に必要な支援と協力を行います。 

１ 地域コミュニティの推進とまちづくりに関すること 

２ 教育・文化の振興に関すること 

３ 地域産業の振興に関すること 

４ 地域における人材育成に関すること 

５ 学術研究機能の向上に関すること 

６ その他、双方が協議して必要と認める事項 

 

■ 期待される効果 

１ 大学の専門的な知識や学術的なデータを、地域の特性に応じたまちづくりに活かすことにより、

住民主体による地域課題の解決へとつなげます。 

２「地域社会に開かれた大学」をめざす大学にとっては地域貢献、学生にとっては社会体験や研究、

学習活動の場が広がることにより、地域社会の発展と人材育成の推進につながっていきます。 

 

■ 主な連携事業（予定） 

伝統文化を通じた地域活性化事業 

◇平成２３年２月中旬  

関西大学社会学部生による、北区内での「伝統文化と地域活性化」に関する面接調査の実施と分

析 

 

◇平成２３年２月２７日～３月１０日 

職人×学生ワークショップの共催（別紙チラシをご参照ください） 

 

 

 

 

 

【添付書類】 

 ・大阪市北区役所と関西大学との連携協力に関する協定書 

 ・「職人×学生ワークショップ at キタ」（２月２７日～３月６日開催予定）チラシ 

 

※ このたびの調印式については、大阪市北区役所から大阪市政記者クラブ様にもご案内しています。 

 

 

 

 

 

 

 

北谷、木村、小野、常田 

06-6368-0075 

 



大阪市北区役所と関西大学との連携協力に関する協定書 

 
大阪市北区役所（以下「甲」という。）と関西大学（以下「乙」という。）は、次の条項

について互いに連携協力することを合意し、協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、甲と乙が包括的な連携協力のもとに、次条で定める様々な分野で相

互に協力し、活力ある地域づくりと大学の教育及び学術研究機能を高め、人材育

成等の活性化に寄与することを目的とする。 

（連携協力内容） 

第２条 甲と乙は、次の事項について連携し協力するものとする。 

（１） 地域コミュニティの活性化とまちづくりに関すること 

（２） 教育・文化の振興に関すること 

（３） 地域産業の振興に関すること 

（４） 地域における人材育成に関すること 

（５） 学術研究機能の向上に関すること 

（６） その他、甲及び乙が協議して必要と認める事項 

（協議事項） 

第３条 連携協力の具体的な内容及びその成果の利用条件等については、個人情報保護の            

趣旨を踏まえ関係法令を遵守し、甲及び乙が協議するものとする。 

２ 連携協力するにあたり必要な経費の負担については、各々の事業ごとに甲と乙が

協議するものとする。 

（期間） 

第４条 この協定書の有効期間は、協定締結の日から１年間とする。ただし、この協定書  

の有効期間満了の日の１月前までに、甲又は乙のいずれからも改廃の申し入れが

ないときは、さらに１年間更新するものとし、その後も同様とする。 

（その他） 

第５条 この協定書に定めるもののほか、連携協力の細目その他必要な事項については、

甲及び乙が協議して別途定めるものとする。 

 

この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、両者署名捺印の上、各自１通を保

有する。 

 

平成 23 年２月 24 日 

（甲） 大阪市 北区長    福塚 秀彰 
 

（乙） 関西大学 学長    楠見 晴重 




